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地域包括ケアシステム形成に向けた地域福祉の視点と役割
－2025年までに何ができるか？－

地域包括ケアシステムは、住まい・介護・医療・予防・生活支援が一体的に
提供されるだけでなく、住民参加による「新しい支え合い」の仕組みの創造が
期待される。
地域包括ケアシステムは、団塊世代が75歳以上となる2025年に向けて政策

的に推進されており、高齢者の尊厳保持と自立支援の目的のもと、住み慣れた
地域で自分らしく暮らすことができるように、地域特性を生かし、地域の自主
性や主体性に基づく取り組みが各地で進められている。
しかしながら、地域包括ケアシステム構築は、高齢者分野だけに求められる

取り組みなのだろうか。特に、地域福祉分野では、高齢者だけでなく、障害者、
子どもや家族支援等を含めて、社会福祉協議会、民生委員児童委員、住民団体
や関係機関等との協働で展開してきた経過がある。
本セッションでは、まず、福祉政策の視点から地域包括ケアとシステム構築

に関わる現在の多様な論点を共有し、次に住民主体活動、地域福祉、在宅医療
の視点から、地域包括ケアシステム構築への取り組みや課題を共有する。そし
て、2025年までに地域福祉はどのような貢献ができるのか、またどのような結
果を出すことが求められるのか、地域福祉のイノベーションを含めて議論を深
めたい。
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